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解 答
１

８通り １５段目 １６５㎝宗 唄 欝 蔚 鰻７２

１３８.１６ ６：１ ５：６就 唄 欝安 ① ②

４０㎝ ６４枚 ４枚 ２１２００円州 唄 欝 ① Ａ： ，Ｂ： ②

１ １６㎝ １８.５㎝ ８.４㎝ １３ 秒後から１４ 秒後修 唄 欝 蔚ＰＱ： ，ＱＲ： ４ ４

分後 ２倍 毎分２４０ｍ愁 唄 欝 蔚２５０

解 説
○○×○○，○○×○×，○○××○，○×○○×，○×○×○，○××○○，×○○×○，×○×○○の８宗 欝

通りです。

３３７５＝３×３×３×５×５×５＝(３×５)×(３×５)×(３×５)より１５段目です。蔚

昨年の兄の身長を①，妹の身長を１とすると，１７２－①＝①－１より，②－１＝１７２(…Ⅰ)。また１７２鰻

１－①－１０＝(①＋１０－１－１３)× ，３４４－②－２０＝①－１－３，③－１＝３２７(…Ⅱ)。Ⅰ，Ⅱより
２

①＝３２７－１７２＝１５５ですから，現在の兄の身長は１５５＋１０＝１６５(㎝)

１(４×４×３.１４×５＋２×２×３.１４×２)× ＝４４×３.１４＝１３８.１６( )就 唄 安２

① 三角形ＧＡＫと三角形ＥＦＫは合同です。この２つの三角形の面積を１とすると，欝

正六角形の面積は１×２×６＝１２，図形ＧＪＡＫの面積は１×２＝２ですから，

求める比は１２：２＝６：１

１② ＧＡ，ＥＦの長さを１とするとＡＪ＝ ，ＪＫとＡＤの交点をＬとすると，三角形ＡＪＬは６０度，３０度，
２

１ １ １ １
９０度の直角三角形になりますから，ＡＬ＝ × ×＝ 。よってＧＬ：ＧＤ＝１ ：３＝５：１２２ ２ ４ ４

三角形ＧＪＫと三角形ＧＨⅠは相似で相似比が５：１２ですから，面積の比は(５×５)：(１２×１２)＝２５

１ １４４ ３６
：１４４です。図形ＧＡＪＫの面積を１とすると，三角形ＧＨⅠ＝図形ＧＡＪＫ× １＋ × ＝( )４ ２５ ５

３６よって求める比は，６： ＝５：６５

(図１)のように組み合わせたときですから４０㎝です。州 唄

① Ｄのタイルは(図２)のようになります。Ｃを 組，Ｄを 組使って壁にタイ欝 x y

ルをはるとすると，２０×４０× ＋３０×６０× ＝１２０×２３０→４×x y

＋９× ＝１３８となります。この式にあてはまる整数 ， の組は( ， )＝x y x y x y

(３，１４)，(１２，１０)，(２１，６)，(３０，２)の４通りです。

＝３， ＝１４のとき→６００×３＋１４００×１４＝２１４００(円)! x y

＝１２， ＝１０のとき→６００×１２＋１４００×１０＝２１２００(円)" x y

＝２１， ＝６のとき→６００×２１＋１４００×６＝２１０００(円)# x y

＝３０， ＝２のとき→６００×３０＋１４００×２＝２０８００(円)$ x y

となりますから，一番安いのはＡを２×３０＋２×２＝６４(枚)，Ｂを２×２＝４(枚)使うときです。

② のときＡは２×２１＋２×６＝５４(枚)となり５０枚をこえてしまいます。 のときＡは２×１２＋２×# "

１２＝４４(枚)，Ｂは２×１０＝２０(枚)となりあてはまります。よって，２１２００円です。

面積が一定の割合で増えるのは，長方形上の点Ｓが，右の図のＤからＥまで修 唄

移動するときです。ＤＥ＝１０×１－５×１＝５(㎝)。また，面積は６ ずつ或

増えますから，ＰＱ＝６÷１＝６(㎝)。台形ＤＢＥＣの面積が６７.５ ですか或

ら，ＢＣ＝６７.５×２÷６－５＝１７.５(㎝)。動かし始めてから３６秒後に

ＱとＣが重なりますから，ＱＲ＋ＢＣ＝１×３６＝３６(㎝)より，ＱＲ＝３６

－１７.５＝１８.５(㎝)

７① 三角形ＡＤＥと三角形ＡＢＣの相似比は５：１７.５＝２：７ですから，高さは６× ＝８.４(㎝)欝 ７－２
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三角形ＡＢＣで右の図のように垂線を下ろすと，ＥⅠ：ⅠＣ＝６：７.５蔚

１ ５＝４：５。(ａ＋ｂ)×１× ＝３より，ａ＋ｂ＝６。ＪＣ＋ＫＣ＝６× ＝２ ４

１５ １５ １７
。ここで，ＪＣ－ＫＣ＝１より，ＪＣ＝ ＋１ ÷２＝ ですから，( )２ ２ ４

１７ １ １ １
ⅠＪ＝７.５－ ＝３ (㎝)です。よって，１０＋３ ＝１３ (秒後)から４ ４ ４ ４

１１４ 秒後までの１秒間となります。
４

グラフより，３０＋９５＋９５＋３０＝２５０(分後)愁 唄

グラフよりＡの上りの速さとＢの下りの速さが等しいことがわかります。Ｂの下りの速さは川の流れの速さに欝

等しいですから，この速さを１とすると，Ａの静水時の速さは１＋１＝２となり川の流れの速さの２倍になりま

す。

１
Ａの下りの速さは２× ＋１＝２で，これがＢの上りの速さに等しいとわかります。よって，Ｂの上りと下り蔚 ２

の速さの比は２：１，かかる時間の比は１：２です。ＢがＹＰ間を下るのにかかる時間は(９５×２－１０)×

２ ＝１２０(分)，ＢがＹＸ間を下るのにかかる時間は１２０＋３０＝１５０(分)です。よって，Ｂの下りの
１＋２

速さは，分速，１２０００÷１５０＝８０(ｍ)，ＢがＹに向かうときの上りの速さは，分速，８０×２＝１６０

(ｍ)ですから，静水での速さは，分速，８０＋１６０＝ ２４０(ｍ)
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